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開発技術の概要
トンネル施工時の支保工建て込み作業は、オペレータ 1 名と
作業員 3 ～ 4 名が必要となります。
本システムは切羽近傍での作業が必要なく、オペレータ 1 名
の支保工コントロールにより天端締結が行える技術です。
 省人化と安全性・施工性を向上させて被災を減少させます。

施エスピードは通常の約 3倍
現行の鋼製支保工建て込みにおいて必要な
01.支保工の根足部分での目視確認、板・バールによる調整な
　どの人力作業
02.バスケットで天端部に移動して行うボルトナット締結
などが必要なくなり同時にコンクリート吹付を始めること
が出来るため、実験では一次吹付~溶接金網設置のサイク
ルタイムの減少が確認され、通常施工時間の 1/2~1/3 で鋼
製支保工建込みが可能になります。

ICT 活用でカーブ区間の
建込み精度が向上

大きくカーブした区間での左右非対称となる建て込み位置を、
3次元座標で入力することでより正確に建て込み位置を捉え
ることが可能になります。
また微調整が可能な高性能エレクタとナビ画面の参照によっ
て、建て込み精度±30mmの調整が可能です。
また、支保工建て込みのサイクルタイムが減少により地山へ
のゆるみが低減され、施工のみならず現場の周辺環境の安全
性が向上します。

(※) 労働安全衛生総合研究所 『トンネル切羽からの肌落ち
による労働災害の調査分析と防止対策の提案』から引用

厚生労働省は迅速かつ十分な鏡 (切羽面) 吹き
や金網設置による支保能力向上を求めていま
す。(※)93%
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災害時の作業内容
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トンネル構内支保工建て込みイメージ

ナビゲーション画面

支保工位置
測定用プリズム

ナビゲーション操作盤

自動追尾測量

ブームセンサ内臓
微調整機能付きエレクタ

エレクタにて支保
工を把持しながら
コンクリートを吹付
けて支保工を固定

切羽直下に作業員が立ち入ることなく、
オペレータ１名で鋼製支保工の建込が可能！

ヘラクレス 支保工エレクタナビゲーションシステム
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天端部締結継手 1本で締結（手前側）
　メス側は溶接固定、オス側はナットで固定
　ねじ強度は同様のもの (4.8) に比べて 2倍強
　(10.9) の規格品
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頭付きアンカー3

事前に支保工へ穴加工、両端ナットでの固定
　従来はタイロッドで支保工の倒れを防止し
ていましたが、当システムは頭付きアンカー
を事前に取り付けることで切羽への進行を防
ぎ、支保工を支えます。

▼クイックジョイントに関するお問合せは ( 株 ) マシノ様まで

導入後サポート

導入後も現場にて技術研修を受けた弊社営業が指導等のアフターサポートを行います。
支保工ナビゲーションシステムに関して導入事例のご紹介や現場状況に合わせたご相談もお受けしております。
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